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分 会 １月
現勢

分会独自
目標

井の頭 40 2
牟礼北野 233 10 3
新川中原 210 9 2
連 雀 218 10 3
深大寺 100 5 ★ 5
大 沢 119 5 ★ 5
吉祥寺 122 5 2

武蔵野中央 288 12 9
関 前 116 5 4
境 47 2 ★ 2

境南町 48 2
直・事 538 20 13
合 計 2,079 87 48

現在の
到達

春の拡大月間これまでの到達

( 1 ) ２０２２年５月１０日
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日
本
は
資
源
に
乏

し
く
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
す
る
戦
争

が
始
ま
っ
て
も
侵

略
者
で
あ
る
ロ
シ

ア
か
ら
ガ
ス
が
欲

し

い

よ

う

で

す

が
、
な
ぜ
、
少
し
主
義
の
異
な
る

国
と
こ
の
よ
う
な
取
引
を
す
る
の

で
し
ょ
う
か
？
な
ぜ
、
日
本
は
Ｇ

７
に
お
い
て
20
年
で
最
も
経
済
成

長
し
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ
、
最
近
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
な

る
も
の
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
一
つ
一
つ
端
的
に
考
察
す
る

と
、
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
は
中
東
や
ア

メ
リ
カ
よ
り
値
段
が
安
い
か
ら
、

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
国
内
の
林
業

を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
結
果
な
ど

と
い
っ
た
理
由
が
見
え
て
く
る

が
、
そ
の
時
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
値
段
の
安
さ
」
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。
賃
金
の
上
が
ら
な
い
今

の
日
本
に
と
っ
て
値
段
が
安
い
と

言
う
の
は
、
正
義
で
あ
り
正
論
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え

た
と
き
、
建
設
業
界
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
労
働
者
た
る
も
の
、
安

さ
で
勝
負
す
る
の
で
は
な
く
、
技

術
に
裏
付
け
さ
れ
た
品
質
や
納
期

や
所
作
、
礼
節
で
勝
負
し
、
高
い

賃
金
を
頂
く
こ
と
を
勝
負
と
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。
▼
最
後
に
、
こ

の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時

代
に
お
い
て
、
戦
争
を
始
め
る
こ

と
が
ど
れ
だ
け
愚
か
な
行
い
か
、

多
く
の
人
達
が
目
の
当
た
り
に

し
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
と
も
に
歴

史
に
刻
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
も
、
自
分
達
の
事
を
優
先

し
て
事
を
進
め
る
よ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し

て
、
仲
良
く
未
来
を
構
築
し
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

【
高
橋
公
二
組
織
部
長
記
】
組
合

の
仲
間
を
増
や
す
「
春
の
拡
大
月

間
」
は
５
月
後
半
に
突
入
し
い
よ

い
よ
最
終
盤
を
む
か
え
ま
す
。
５

月
９
日
時
点
で
の
到
達
は
48
人
と

な
り
、
深
大
寺
・
大
沢
・
境
分
会

が
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
特
徴
と
し
て
は
、
組

織
内
事
業
所
か
ら
の
新
入
社
員
の

加
入
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
支
部
集
団
健
診
の
申
込
み
や

６
月
19
日
に
支
部
開
催
「
石
綿
特

別
教
育
」
（
詳
細
は
左
欄
参
照
）

の
受
講
申
込
み
な
ど
、
多
く
の
分

会
か
ら
対
象
者
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
間
の
行
動
で
は
、
４
月

は
雨
の
日
が
多
く
取
り
組
み
が
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
牟
礼
北
野

分
会
は
日
曜
行
動
と
し
て

「
イ
ン
ボ
イ
ス
学
習
会
」

を
開
催
、
後
継
者
世
代
か

ら
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た

（
詳
細
は
２
面
）
。
ま

た
、
多
く
の
分
会
で
５
～

６
月
に
か
け
て
交
流
会
や

日
帰
り
旅
行
を
予
定
す
る

な
ど
、
仲
間
の
結
集
を
進

め
る
た
め
の
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。

こ
の
春
の
拡
大
月
間
最

大
の
目
標
は
「
後
継
者
育

成
」
と
「
組
織
内
の
確
立
・
強

化
」
で
す
。
仲
間
増
や
す
と
と
も

に
、
次
の
取
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

①
「
群
」
の
活
性
化
を
進
め
よ
う

昨
年
度
実
施
し
た
「
群
の
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
明
ら
か
に
な
っ

た
各
群
の
課
題
を
分
会
内
で
話
し

合
い
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

②
一
人
ひ
と
り
「
仲
間
」
の
状
況

確
認
を

組
合
員
訪
問
で
は
、
群
会
議
で

は
聞
け
な
い
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
対
話
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

「
コ
ロ
ナ
で
売
上
が
減
少
し
て
い

な
い
か
」
「
石
綿
の
講
習
が
必
要

か
」
と
い
っ
た
対
話
を
通
じ
て
、

仲
間
の
声
を
聞
き
取
り
組
合
へ
の

相
談
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

③
「
後
継
者
世
代
」
の
結
集
を
進

め
よ
う

ま
ず
は
各
分
会
で
交
流
会
や
日

帰
り
旅
行
や
住
宅
デ
ー
へ
の
参
加

な
ど
、
後
継
者
世
代
の
「
出
番
づ

く
り
」
の
計
画
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
組
合
員
訪
問
は
後
継
者

世
代
と
の
対
話
を
進
め
る
こ
と
の

で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

◆ 石綿特別教育

［講習日］６月１９日（日）

［会 場］三鷹市公会堂さんさん館

９時３０分～１５時終了予定

［受講料］組合員 ４，０００円

未加入者１１，０００円

（未加入者は組合費込みの金額）

【技術対策部発】石綿関連の法改正により、４

月１日から一定規模の解体工事・リフォーム工

事における石綿の事前調査・届け出が義務化さ

れました。また、そのよ

うな現場で作業を行うに

は石綿特別教育の受講が

必須です。

５月１日（日）井の頭公園で

「第93回三多摩メーデー」を開

催、全体で約１５００人（三鷹

武蔵野支部からは38人）が参加

しました。新型コロナの影響に

より一昨年、昨年とオンライン

で行われたため、３年ぶりに会

場に集まっての開催となりまし

た。

今回のメーデーも人数を制限

し、デモ行進などは行われませ

んでしたが、各労働組合や市民

団体から「今こそ最賃１５００

円以上の実現を」「安定した雇

用とジェンダー平等の実現」

「軍事を削り持続可能な社会を

めざそう」「ロシアはウクライ

ナへの軍事侵攻を直ちにやめ

よ」と訴えがされました。

また東京土建を代表して、青

年部のメンバーが壇上に上が

り、栄本部青年部長が「建設業

で若者が働きやすくなるために

は賃金引き上げや週休２日制の

導入などが大きなカギです」と

訴え、「ピースフォーウクライ

ナ」と元気にシュプレヒコール

で会場を大いに盛り上げまし

た。

「PEACE FOR UKRAINE」

①６月４日（土）②６月１８日（土）

いずれも午後２～３時、三鷹駅南口デッキに

て行います。

※任意参加となりま

すが、一緒に声を上

げましょう！
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売上高 11月 12月 １月 ２月 ３月 ５カ月
の合計

2018年 800,000 1,000,000 800,000 700,000 500,000 3,800,000

対象月 2021年11月 12月 2022年1月 2月 3月
売上高 440,000 400,000 500,000

2018年比較 45.0% 60.0% 37.5%
減少率

年間売上高
１億円以下

年間売上高
１億円超〜５億円

年間売上高
５億円超

▲５０％以上 ５０万円 １００万円 １５０万円 ２５０万円

▲３０％以上５０％未満 ３０万円 ６０万円 ９０万円 １５０万円

法 人
売上高減少率 個人事業者

( 2 )２０２２年５月１０日第８６号

新
型
コ
ロ
ナ
で
影
響
を
受
け

た
事
業
者
を
対
象
と
し
た
「
事

業
復
活
支
援
金
」
の
申
請
期
限

が
今
月
５
月
31
日
（
火
）
に
迫

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
一
時
支

援
金
」
や
「
月
次
支
援
金
」
等

の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
場

合
、
登
録
確
認
機
関
に
よ
る
事

前
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
事
前
確
認
の
締
切
は
５
月

26
日
（
木
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

対
象
と
な
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
仲
間
を

一
人
も
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

拡
大
月
間
を
活
用
し
て
今
一
度

自
身
や
周
り
に
呼
び
か
け
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
事
業
者
】

◇
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
（
※
）

（
※
）
「
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

影
響
」
と
は
、
間
接
的
の
場
合

を
含
め
て
広
く
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

◇
２
０
２
１
年
11
月
～
２
０
２

２
年
３
月
の
い
ず
れ
か
の
月
の

売
上
高
が
、
２
０
１
８
年
11
月

～
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
の
間

の
任
意
の
同
じ
月
の
売
上
高
と

比
較
し
て
50
％
以
上
ま
た
は
30

％
以
上
50
％
未
満
減
少
し
た
事

業
者
（
表
②
参
照
）

【
給
付
金
額
】

個
人
事
業
者
で
最
大
50
万
円

法
人
で
最
大
２
５
０
万
円

（
表
①
参
照
）

※
手
続
き
に
必
要
な
書
類
や
事

前
確
認
で
相
談
先
に
お
困
り
の

方
は
、
大
至
急
支
部
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

牟礼北野分会で

は、４月24日に分

会日曜行動として

北野地区公会堂に

て「消費税のイン

ボイス制度学習

会」を開催し、後継者世代からも数名

の参加者があるなど全体で27名が参加

しました。今回の学習会は、東山分会

長が「自分もハウスメーカーで働く従

事者で、現場でも話題になっている。

多くの仲間にも知らせていった方がよ

いのでは」との思いから分会で話し合

い開催の運びとなりました。

当日は支部の書記局に講師をお願い

し、消費税やインボイス制度の仕組

み、またインボイス制度によってどの

ような影響が出るのかといった点につ

いて、分かりやすく説明していただき

参加者のみなさんも熱心に聞いていま

した。終了後には「インボイス制度を

止めさせるためにはどうしたらいいの

か」「インボイスの届け出をしてしま

ってから、取り消しをしたい場合はど

うしたらよいか」「一般課税と簡易課

税の違いを詳しく知りたい」といった

多くの質問・意見が出され非常に活発

な学習会となりました。

一方で、インボイス制度は非常に難

しく１回話を聞いただけで全て理解す

ることはできません。また「日曜日だ

ったので予定が入っていた」「今回は

都合がつかないが、もし次回があれば

ぜひ参加したい」といった声も仲間か

ら聞こえてきましたので、分会として

も２回、３回と継続して学習会を企画

していき、インボイス制度の危険性を

仲間に知らせていきたいと思います。

土建国保に家族で加入されている「成人男性

（２３歳以上６０歳未満）」に該当する方で、学

生の方、障害をお持ちの方は保険料区分を変更で

きます。該当する世帯には、国保組合から４月上

旬に案内ハガキが送付されています。

必要書類をお持ちのうえ支部事務所にて早めの

手続きをお願いします。

【手続きに必要な書類】

①学生の方 在学証明書（令和４年４月１日以降の証明日）

②障害をお持ちの方

・身体障碍者手帳等のコピー、療養手帳または愛の手帳等

※対象となる方は６月２２日までに支部にて手続きください。

分会で「インボイス制度学習会」やりませんか？

来年の１０月から始まる予定の「消費税のインボイ

ス制度」。言葉は知っていても、ほとんどの仲間は

自分にどのような影響があるかを知りません。後継

者世代を集める組織強化の意味も含めて、学習会の

開催希望される分会は支部までご連絡ください。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
組
合
の

仲
間
か
ら
連
日
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

た
と
報
告
が
き
て
い
ま
す
。

「
困
っ
た
時
こ
そ
組
合
へ
」

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
こ

そ
、
土
建
国
保
、
組
合
総
合
共
済

の
給
付
制
度
を
仲
間
に
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
手
当
金

・
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
仕
事

が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る

・
休
ん
で
い
る
間
の
収
入
が
な
い

・
給
付
の
対
象
と
な
る
の
は
、
４

日
目
以
降
で
仕
事
を
す
る
予
定

だ
っ
た
日
（
元
々
休
み
の
日
は

対
象
外
）

②
傷
病
見
舞
金
制
度

・
同
じ
く
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

て
入
院
ま
た
は
自
宅
療
養
し
て

い
る
場
合
、
１
日
あ
た
り
６
０

０
０
円
が
給
付
対
象
と
な
り
ま

す
。
（
Ａ
型
の
場
合
）

①
②
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
医
療

機
関
ま
た
は
保
健
所
に
よ
る
療
養

期
間
の
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。も

し
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合

や
、
申
請
の
詳
細
に
つ
い
て
は
組

合
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
「
総
合
支
援
資
金
」

「
緊
急
小
口
資
金
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影

響
を
鑑
み
て
、
８
月
末
ま
で
申
請
期
限
が
延
長

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
償
還
（
返
済
）
も
12

月
ま
で
の
返
済
が
始
ま
る
も
の
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
１
月
以
降
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
で
仕
事
が
減
っ
て
収
入
が
減
少
し

た
」
な
ど
の
理
由
で
、
当
面
の
生
活
資
金
を
必

要
と
す
る
方
は
早
急
に
支
部
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

［
申
請
に
必
要
な
書
類
］

①
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
３
カ
月
以
内
）

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

③
預
金
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー
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執
行
委
員
長

島
村

新

副
執
行
委
員
長

高
橋

公
二

〃

須
藤

功

〃

渡
辺

義
久

書
記
長

渡
邊

和
彦

書
記
次
長

佐
々
木

建

〃

永
原

蔵
人

〃

三
澤

克
己

常
任
執
行
委
員

組
織
部
長

高
橋

公
二

財
政
部
長

平
井

康
昌

教
育
宣
伝
部
長

升
川

明

賃
金
対
策
部
長

石
川

了
一

仕
事
対
策
部
長

平
井

康
昌

労
働
対
策
部
長

須
藤

功

技
術
対
策
部
長

木
屋

太

社
会
保
障
対
策
部
長

小
林

敏
明

税
金
経
営
対
策
部
長

升
川

明

厚
生
文
化
部
長

轟

ま
ゆ
み

後
継
者
対
策
部
長

高
橋

公
二

常
任
執
行
委
員
待
遇

女
性
の
会
会
長

苅
込

美
津
代

執
行
委
員

井
の
頭
分
会

藤
倉

智
則

牟
礼
北
野
分
会

東
山

文
彦

〃

塩
入

清
史

新
川
中
原
分
会

小
仁
所

広
幸

〃

轟

二
徳

連
雀
分
会

今
出
川

晃
一

深
大
寺
分
会

川
合

俊
信

大
沢
分
会

水
野

雅
央

吉
祥
寺
分
会

森
田

淳

武
蔵
野
中
央
分
会

吉
成

寿
記

関
前
分
会

松
本

守
史

境
分
会

小
泉

二
郎

境
南
町
分
会

野
坂

光

執
行
委
員
待
遇

会
計
監
査

草
塩

友
宏

〃

大
津

昭
仁

シ
ニ
ア
友
の
会
会
長

東
條

セ
ツ
子

本
部
主
婦
の
会
常
任
委
員

斉
藤

純
子

４
月
10
日
に
開
催
し
た
第
８
回
三
鷹
武
蔵
野
支
部
大
会
で
選
出
さ
れ
た
支
部
新
役
員
で
す
。
専
門
部

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
会
議
で
任
務
分
担
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
、
役
員
一
同
、
支
部
の
運
動
を

前
進
す
る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。
１
年
間
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
木
屋
太
常
任
記
】
今
年
度
か

ら
支
部
常
任
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
新
川
中

原
分
会
の
木
屋
太
（
き
や
ふ
と

し
）
と
申
し
ま
す
。
担
当
は
技

術
対
策
で
す
。
職
種
は
ガ
ラ
ス

工
を
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
役
員
の

経
験
が
な
い
た
め
、
右
も
左
も

分
か
ら
な
い
よ
う
な
状
況
で
す

が
、
前
任
の
小
仁
所
さ
ん
か
ら

色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
登
録
促
進
や
石
綿

や
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
な
ど
タ
イ
ム

リ
ー
な
講
習
の
支
部
開
催
を
進

め
て
、
少
し
で
も
仲
間
の
要
求

に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
年
１
年
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
石
川
了
一
常
任
記
】
今
年

度
、
常
任
に
新
し
く
就
任
し
ま

し
た
井
の
頭
分
会
の
石
川
了
一

で
す
。
業
種
は
造
園
業
を
営
ん

で
い
ま
す
。
47
歳
と
若
輩
者
で

す
が
、
諸
先
輩
方
の
手
助
け
に

な
れ
る
よ
う
に
職
務
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
理
不
尽
、
非
道
徳
な
武
力

侵
攻
、
世
界
的
な
経
済
へ
の
不

安
か
ら
く
る
急
激
な
円
安
、
な

か
な
か
改
善
し
な
い
コ
ロ
ナ
な

ど
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
三
鷹
武
蔵
野

支
部
も
組
合
員
の
高
齢
化
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
組
合
員
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
後
は

こ
れ
ま
で
の
良
き
習
慣
や
施
策

を
遵
守
し
な
が
ら
、
新
し
い
方

策
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
組
合

員
に
と
っ
て
よ
り
良
い
支
部
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【仕事対策部発】今年で45回目をむ

かえる「住宅デー」は、東京土建が

地域密着のイベントとして、包丁と

ぎやまな板削りといった奉仕活動を

行う中で地域住民の方達と信頼関係

を築いてきました。

今年度は、６月12日(日)に全９会

場で開催いたします（中央通り公園

は６月５日）。今回の住宅デーは、

新型コロナの感染対策を十分に行っ

たうえで「包丁とぎ」「まな板削

り」「住宅相談」を中心に各会場で

工夫をこらした企画を行います。ま

た、今回の住宅デーの目玉企画とし

て「ドローンで自宅屋根の空撮サー

ビス」を各会場５名限定で行いま

す。

多くの仲間の協力で住宅デーを成

功させましょう。（各分会の会場・

住所は右図を参照ください）

※各会場の「包丁とぎ」「まな

板削り」は事前予約制です。

（申込みは支部までご連絡くだ

さい）☎0422-47-9101



み ち し る べ ( 4 )２０２２年５月１０日第８６号

話題の新作映画を、ご家族で観に行きませんか。下記以外の映画も

多数あります。ご注文は早めに(下記は一例)。

【映画券】

☆極主夫道 ザ・シネマ【ムビチケカード】

☆劇場版「からかい上手の高木さん」

☆ドラゴンボール超 スーパーヒーロー

☆バスカヴィル家の犬 シャーロック劇場版

【ムビチケカード】

☆メタモルフォーゼの縁側

☆映画 それいけ！アンパンマン ドロリンとバケ～るカーニバル

【ムビチケカード】

☆ザ・ロストシティ【ムビチケカード】

☆鋼の錬金術師 完結編 最後の錬成【ムビチケカード】

☆映画『ゆるキャン△』 など他多数

◇映画・イベントなど「メイジャー」のＨＰで検索してください。

※注文や問い合わせは、支部事務所０４２２-４７-９１０１まで

※注：割引額は、前売券の販売価格から一律５００円です。

【
新
川
中
原
分
会
・
坂
本
正
美

記
】
何
で
こ
ん
な
事
が
起
こ
る
の

だ
ろ
う
、
21
世
紀
だ
と
い
う
の

に
。
先
の
第
二
次
世
界
大
戦
や
、

朝
鮮
戦
争
・
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
な
ど
多

く
の
悲
惨
な
戦
争

を
経
験
し
、
苦
し

み
、
悲
し
ん
だ
人

々
。
そ
の
経
験
を

通
じ
て
、
世
界
は

も
う
二
度
と
戦
争

は
嫌
だ
と
成
熟
し

て
い
っ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。
あ

た
か
も
侵
略
戦
争

の
あ
る
時
代
に
１

０
０
年
、
２
０
０

年
も
逆
行
し
て
し

ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
連
日
の

報
道
に
よ
り
、
す
さ
ま
じ
い
ま
で

の
破
壊
と
多
く
の
市
民
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に

す
る
。
「
空
が
見
た
い
」
あ
る
少

女
は
明
る
く
笑
顔
で
そ
う
言
っ
て

い
た
。
２
カ
月
も
の
間
、
地
下
に

避
難
し
て
い
る
中
の
一
人
で
あ
る

少
女
は
、
そ
の
暗
闇
の
中
で
砲
撃

に
よ
る
轟
音
や
振
動
、
物
資
の
不

足
に
必
死
で
耐
え
て
い
る
の
だ
。

30
年
も
前
の
こ
と
だ
ろ
う
か
、

仕
事
帰
り
の
雨
の
日
に
稲
城
市
に

あ
る
寺
の
洞
窟
に
興
味
本
位
に
１

人
で
入
っ
て
み
た
。
深
さ
10
数
メ

ー
ト
ル
の
穴
の
中
、
５
セ
ン
チ
ほ

ど
の
小
さ
な
ロ
ー
ソ
ク
が
頼
り
だ

っ
た
。
真
っ
暗
闇
の
そ
の
洞
窟
、

ヒ
ン
ヤ
リ
と
し
た
空
気
と
暗
さ
に

恐
怖
を
覚
え
早
々
に
退
散
し
て
し

ま
っ
た
。
地
下
避
難
生
活
の
過
酷

な
様
子
を
知
る
に
つ
れ
て
、
そ
ん

な
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

ロ
シ
ア
は
大
国
で
あ
る
が
、
大

国
に
は
大
国
な
り
の
振
る
舞
い
が

あ
る
と
思
う
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
世
界

中
の
国
々
が
ロ
シ
ア
に
対
し
て
経

済
制
裁
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
核

を
ち
ら
つ
か
せ
、
第
三
次
世
界
大

戦
を
に
お
わ
す
国
が
相
手
で
は
ま

し
て
逆
効
果
な
の
で
は
と
さ
え
思

う
。
今
期
待
で
き
る
の
は
、
ロ
シ

ア
の
民
衆
の
中
か
ら
反
戦
の
機
運

が
高
ま
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い

か
。も

し
仮
に
、
こ
の
戦
争
が
終
わ

っ
た
と
し
て
も
、
元
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
復
興
す
る
た
め
に
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
国
家
予
算
の
10
数
年
分

が
か
か
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

復
興
に
た
ど
り
つ
け
る
こ
と
を
祈

る
の
み
で
あ
る
。

◇
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

［
講
習
日
］
６
月
18
～
19
日

［
受
講
料
］
１
１
，
５
０
０
円

［
会

場
］
東
京
土
建
府
中
国
立
支
部
会
館

◇
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

［
講
習
日
］
６
月
21
～
22
日

［
受
講
料
］
１
１
，
５
０
０
円

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者

［
講
習
日
］
６
月
27
～
29
日

［
受
講
料
］
１
９
，
５
０
０
円

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

［
講
習
日
］
６
月
１
～
２
日

［
受
講
料
］
１
４
，
５
０
０
円

◇
足
場
作
業
主
任
者
能
力
向
上
教
育

［
講
習
日
］
６
月
30
日

［
受
講
料
］
８
，
５
０
０
円

◇
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別
教
育

［
講
習
日
］
①
６
月
12
日
②
６
月
30
日

［
受
講
料
］
８
，
０
０
０
円

［
会

場
］
①
東
京
土
建
多
摩
西
部
会
館
②
東
京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

◇
低
圧
電
気
特
別
教
育

［
講
習
日
］
６
月
８
日

［
受
講
料
］
８
，
０
０
０
円

◇
巻
上
げ
機
特
別
教
育

［
講
習
日
］
６
月
９
～
10
日

［
受
講
料
］
１
４
，
０
０
０
円

◇
自
由
研
削
砥
石
特
別
教
育

［
講
習
日
］
６
月
15
日

［
受
講
料
］
８
，
０
０
０
円

◇
丸
の
こ
特
別
教
育

［
講
習
日
］
６
月
16
日

［
受
講
料
］
５
，
０
０
０
円

◇
熱
中
症
特
別
教
育

［
講
習
日
］
６
月
16
日

［
受
講
料
］
３
，
５
０
０
円

※
「
丸
の
こ
」
「
熱
中
症
」
「
自
由
研
削
砥
石
」
「
石
綿
」
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
コ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
高
所
作
業
車

［
講
習
日
］
６
月
７
～
８
日

［
会

場
］
ア
イ
チ
研
修
セ
ン
タ
ー
立
川
教
習
所

［
受
講
料
］
４
０
，
６
０
０
円
…
自
動
車
免
許
所
持
者
、
３
７
，
６
０
０
円

…
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
技
能
講
習
修
了
者

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

［
講
習
日
］
６
月
28
日
～
７
月
１
日

［
受
講
料
］
４
１
，
６
０
０
円

［
会

場
］
タ
ダ
ノ
教
習
セ
ン
タ
ー

◇
小
型
車
両
系
建
設
機
械
特
別
教
育
（
整
地
等
用
）

［
講
習
日
］
６
月
17
～
18
日

［
受
講
料
］
１
５
，
５
０
０
円

［
会

場
］
東
京
土
建
西
多
摩
支
部
会
館

◇
小
型
車
両
系
建
設
機
械
特
別
教
育
（
解
体
用
）

［
講
習
日
］
６
月
19
日

［
受
講
料
］
１
０
，
５
０
０
円

［
会

場
］
東
京
土
建
西
多
摩
支
部
会
館

◇
２
級
建
築
施
工
管
理
技
士

［
講
習
日
］
６
月
23
日
～
10
月
９
日

［
受
講
料
］
９
５
，
０
０
０
円

◇
第
二
種
電
気
工
事
士
受
験
準
備
技
能
講
座

［
講
習
日
］
６
月
12
日
～
７
月
10
日
（
日
曜
５
日
間
）

［
受
講
料
］
５
５
，
０
０
０
円

【後継者対策部発】支部

の後継者育成は今年度の

重点課題に位置づけられ

ています。後継者対策部

では同世代のつながり作

りの一環として、４月23

日に「第１回後継者世代

交流会」を開催、17名が

参加しました。初参加も

何人かいる中で、石綿の法改正なども

話題に上がるなど「仕事のことが聞け

て参加できてよかった」といった感想

も聞かれました。この取り組みを継続

して進めていくためにも、毎月定例で

開催し、仲間同士の集いの場として定

着をめざしていきます。ぜひ多くの方

の参加をお願いします。

【第２回「後継者世代交流会」】

［と き］５月２８日（土）午後７時

［ところ］塚田農場吉祥寺北口店 ［会 費］３，５００円

［対 象］後継者世代、青年部ＯＢ、イベント参加者、青年部

（組合未加入者も大歓迎）

※参加希望の方は、５月２５日までに支部（担当：三澤）までご連絡いただ

くか支部ＬＩＮＥアカウント（１面左上参照）からお申込みください。

会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
東
京
土
建
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
で
す
。
申

込
み
に
は
、
申
込
書
・
受
講
料
・
認
印
・
顔
写
真
（
３
㎝
×
２
・
５
㎝
）

１
枚
が
必
要
で
す
。
申
込
書
は
講
習
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
支
部
必
着
で

す
。
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は
支
部
担
当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
石
綿
関
連
の
資
格
講
習
（
作
業
主
任
者
・
石
綿
含
有
調
査
者
）
は
、

現
在
大
変
申
込
み
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。
日
程
が
決
ま
っ
て
も
即
定
員

が
埋
ま
っ
て
し
ま
う
状
況
の
た
め
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
支
部
で
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
受

講
日
程
が
決
ま
り
次
第
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す
。
）
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